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タブレット端末を利用した
看護場面KYT学習ツールの評価
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背景と目的
● 看護場面の危険予測能力の獲得はOJTによると
ころが多い

● 交通や建設分野では危険予知トレーニング
（KYT）が盛んに行われており，一定の効果を
あげている

● 交通や建設で実績のある危険予測訓練ツール
HazardTouchを看護学生に使ってもらい，使用
感などを調査する
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HazardTouchとは
● タブレット端末上で動作するソフトウエア
● 訓練者は提示された画面上の危険と思われる箇
所をタッチする

● ソフトウエアは訓練者が「何を」「いつ」タッ
チしたのかを記録する

● 予め登録されたハザード座標情報をもとに，危
険箇所に気づけていたかをフィードバックする

● 必要に応じてなぜ危険であったのか，解説も表
示できる
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刺激画像と実験参加者
● 病室で撮影した看護場面の静止画10シーン
● 看護学校の専門学校生93名（各学年31名ずつ）

同時に2つの
トレーを持っ
て配膳

はさみが置き忘
れられている
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テープを患者に
貼ってから切っ
ている

患者の足が
テーブルの足
に乗っている

患者がキャス
ター付きのテー
ブルに体重をか
けている ベッドが高

すぎる
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フットレス
トが上がっ
たまま車椅
子に乗ろう
としている

車椅子の向
きが不適切

患者がフッ
トレストを
使わず点滴
台に足をか
けている

ドレーン
チューブが
ベッド柵の
上を通って
いる
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危険箇所にタッチできました

患者の様子を観るために訪室した。
患者は認知症を併発している。

ADLに問題はない。

1

2 3

オンデマンド
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手順
● 実験初日昼休み（12:40-13:00）

– 実験同意　→教示と操作説明
● 初日～2日目

– iPadを持ち帰り自由に学習
● 実験2日目昼休み（12:10-12:30）

– アンケート記入
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質問項目
● ARCSモデル(Keller 1983)に基づく項目
● 難易度・効果・意欲に関する項目
● それぞれの場面の危険を

– 以前から同様の場面の危険な理由を知っていた
– 知らなかったが写真を見たら何が危険かわかった
– 何が危険かわからなかった

● 危険な理由
– 「配膳トレー2枚」「ドレーンが高い」のみ

● 事前の看護職者に対するインタビューに基づく
● 自由記述
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ARCSモデル(Keller 1983)に基づく質問項目

Attention
（興味）

Relativeness
（関連性）

Confidence
（自信）

Satisfaction
（満足感）

こ
の
訓
練
を
や
っ
て
危

険
予
知
に
興
味
が
湧
き

ま
し
た
か
？

こ
の
訓
練
が
看
護
に
役

立
ち
そ
う
で
す
か
？

こ
の
訓
練
を
や
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
か
？

こ
の
訓
練
を
や
っ
て
危

険
予
知
に
自
信
が
持
て

ま
し
た
か
？
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難易度・効果・意欲に関する質問

や
る
前
に
操
作
方
法
が

難
し
そ
う
だ
と
思
い
ま

し
た
か
？

実
際
に
や
っ
て
み
て
操

作
方
法
は
難
し
か
っ
た

で
す
か
？
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こ
の
訓
練
の
学
習
効
果
は

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
？

こ
の
訓
練
を
今
後
も

や
り
た
い
と
思
い
ま

す
か
？

操作難易度*
（学習前）

操作難易度*
（学習後）

効果 意欲

*内容の難易度についてもほぼ同様の結果
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自由記述
● 楽しかった．紙より良い
● 1場面に複数の危険箇所があったほうが良い
● 危険箇所数が先にわかると良い
● もっと場面数を増やしてほしい
● 実習前にできてよかった
● スマホでもやりたい
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宣伝
● HazardTouchはAppStoreから無料配布していま
す

● 本研究で使用した刺激画像はHazardTouchダウ
ンロード後「シナリオ更新」から無料でダウン
ロード可能です
– iPadを持っていればだれでも利用可能です．是非お
試しください

● 研究・教育目的で利用をお考えの方，遠慮なく
お声がけください
– 刺激画像の追加等も応相談
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ご清聴ありがとうございました

kankankanアットマークruri.waseda.jp

2013/11/23医療の質・安全学会にて発表


